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4月より調布教会主任司祭として、宮崎県の小林教会から赴任された神父様。

前回、神父様の生い立ちなどを掲載しましたが、今回は、神父様から調布教会

の信徒の皆さんへのメッセージをお伝えしたいと思います。 

 

「4 月 3 日のミサ後、サレジオ会日本管区長の山野内（やまのうち）神父様司

式による、私の任命式がありましたが、その時、山野内神父様から、調布教会

の信徒の皆様に対し、三つのお願いをしたいとのお話がありましたね。それは、 

 

① 主任司祭のためにお祈りください。 

② 教会のために働いてください。 

③ 主任司祭と信徒の距離を縮める努力をしてください。 

 

というものでした。 

ソーリヒ神父様からのメッセージ 
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実は私には、これと同じように、信徒の皆さんへ、私からの思いを伝えたい

と思います。 

それは、別府教会にいた 14 年間のことが深く影響しているのですが、私は、

別府教会に4年間は助祭として、後の10年間を主任司祭として過ごしました。

その時の、別府教会の信徒の皆様との関係を通して、私自身が成長したという

思いが強くあるのです。それは、良い信徒の行いが、主任司祭との関係を良く

するということです。今でも、そのことは、感謝に堪えません。良い信徒によっ

て、主任司祭が伸びるのです。 

そこで、私から、調布教会の信徒の皆様への決意を述べたいと思います。 

 

① 私もいつも信徒の皆様のためにお祈りします。 

 ② 教会のために一生懸命働きます。 

③ 私と信徒の皆様との距離を縮めるよう努力します。 

 

どうぞ、よろしくお願いします。」 

  

始終にこやかに、お話された神父様、私たち信徒こそ、どうぞよろしくお願

いいたします。               （取材 安倍・大貫 記） 

 

Foreword:  A Message from Father Solich 
 

Since April, Father Solich has taken up his appointment as the Rector (priest in charge) 

of Chofu Church, coming to us from Kobayashi Church in Miyazaki Prefecture. In our 

last issue we shared details of his birth and upbringing. This time, we want to pass on 

our Rector’s message to all the members of Chofu Church 

 

“After Mass on April 3, Father Yamanouchi, who heads the Salesian Mission in Japan, 

performed the ceremony for my appointment. At that time, Father Yamanouchi made 

three requests of the members of Chofu Church, as follows;  

1. Pray for your Rector. 

2. Work for the Church. 

3. Make every effort to bring church members and Rector closer together. 

   Now, I would like to share my own thoughts with all the church members here. 

  

“In this, I have been deeply influenced by the fourteen years I spent at Beppu 

Church. I was an assistant priest there for four years, and then I spent the following ten 

years as Rector. At that time, I feel very strongly that my relationship with the 

members of Beppu Church was responsible for my own growth. By which I mean that 
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the actions of good church members were the means of building a good relationship 

with me as their Rector. Even now, I am overcome with gratitude for this. A Rector 

grows thanks to good church members. 

 Here, I would like to express my commitment to all Chofu Church members: 

1. I will always pray for you all. 

2. I will work my hardest for the Church. 

3. I will work to bring us, Rector and members, closer together. 

 

   In this I ask and count on your support.” 

  

We members must surely respond in the same way to Father Solich, who spoke from 

start to finish in a friendly and informal way. 

 

              (Interview, Abe/Onuki, Translation RW) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fr. Solich 
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フィリピンより感謝をこめて 
新助祭 谷口亮平 

 

 フィリピンは今、１年で最も暑い夏の真っ盛りです。皆様いかがお過ごしでしょう

か。 

先日、4 月 16 日（土）に無事に助祭に叙階されま

したことを謹んで御報告申し上げます。調布教会の

皆様には、これまでたくさんのお祈りやご声援を

いただき、本当にありがとうございました。思

えば初めて調布教会の門をくぐったのは、まだ

受験生だった 2005 年の 2 月のことでした。

まだ信徒ホールを聖堂として使っており、小坂

神父様が主任司祭でした。初めて参加したミサ

で、他に神学生がいなかったので朗読を頼まれ

緊張しながら読んだことを今でも思えていま

す。 

それからというもの、途中で別の支部に派遣さ

れることもありましたが、ほとんどの養成期間を調 

布で過ごしてまいりました。毎年の聖週間の典礼やバ 

ザーなど信徒の皆様と共に活動することを通して、

様々な形でご指導をいただき、かわいがられ、励まされながら過ごしてまいりました。

また様々なグループの皆様が様々な形で神学院を支援してくださっています。そのお

陰で私はここまで成長してきたのだと思います。 

すでに 4 月 20 日（水）よりフィリピンのマニラに移り勉強を始めております。3

年間、青少年司牧と神学の勉強を行う予定です。この度、叙階式を私の出身教会で行っ

たこともあり、お世話になった皆様に助祭叙階のご挨拶をせずに日本をたってしまっ

たことをおゆるしください。司祭叙階の折には東京で式を行う予定ですので、どうぞ

ご安心ください。 

助祭はその名前の由来からとくに「奉仕する者」として存在します。将来、日本の

教会に奉仕するために、このフィリピンでその精神を学んでいきたいと思います。人々、

若者、特に貧しい青少年に奉仕する司祭を目指して日々精進していくとともに、遠く

からでありますが、皆様のため、また教会に来る若者や子どもたちのためにお祈りい

たします。それでは、またいつか逢う日まで。後輩たちのこともどうぞよろしくお願

いいたします。 
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☆新シリーズ 

 

長崎のキリシタン（１） 
 

2015 年、日本の信徒発見 150 周年の記念が長崎大司教区

主催で行われました。教会にとって大きなイベントというより、

信仰を見直す恵みではなかったかと思う。250 年間の司祭不在の中、

迫害時代を信徒だけで乗り越え、信仰を伝え続けた生き方は驚くべきことであ

る。長崎浦上天主堂にて信徒発見（信徒からは神父発見）の 2 年後、浦上の信徒たち

は迫害を受け、浦上四番崩れという浦上一村総流罪の刑を受けた。各藩に流配となっ

た信徒たちは過酷な生活を強いられ、激しい拷問も受けた。また、五島のキリシタン

たちも次々と信仰を表明したため、久賀島での弾圧をきっかけに五島全島に迫害が起

こった。激しい尋問で棄教を迫られたり、地元住民による迫害の地域もあったという。

久賀島では狭い牢に子供から老人に至る大勢のキリシタンが押し込められ悲惨を極め

た。最後の迫害が終わり 1873 年以降は宗教の自由が認められ、隠れていたキリシタ

ンたちも信仰を公に表明した。しかし、そのまま「カクレ」として潜伏時代の状態に

留まったキリシタンもいた。江戸幕府が終わり明治政府になっても信仰を公に守るの

は難しかったが、信徒発見後の信徒たちの多くの犠牲と祈りによって、信教の自由を

勝ち取る事ができた。先祖たちの潜伏時代の信仰がいかに大きいものであったかと思

わずにはいられない。 

信徒発見 150 周年の記念ミサの終わりに、教皇特使ケベド枢機卿は教皇フランシ

スコのメッセージを伝え、その最後にこう結ばれた。「主と結ばれている兄弟、姉妹の

皆さん、以上のことは、教皇様が皆さんとわかちあうようにと私に望まれていること

です。それからは、エルサレムの初期キリスト教共同体のことを思い起こさせます。

彼らは使徒たちの教えに忠実で、祈りの時間を過ごし、彼らのただなかに、実の母の

ようにイエスの母がおられ、主が聖体を通して彼らの間におられ、互いの為に、また、

他者の為に愛のわざを実践していました。実際の感謝の祭儀を除いて、皆さんの先祖

である潜伏キリシタンの生活は、私たちに、名前だけではなく実際にキリスト信者と

していかに生きるべきかを思い起こさせます。皆さんはこのような素晴らしい信仰と

愛の体験、皆さんに対するおとめ聖マリアの愛と母親としての心使いの体験をしてい

るのです。皆さんがお互いにだけではなく、他者に告げ知らせ、また告げ知らせなけ

ればならないのは、実際にはよい知らせ（福音）です」（長崎大司教区カトリック教報

第 1028 号 2015 年 5 月 1 日発行を参照） 

信徒発見後、長崎だけではなく他の場所でも多くのキリシタンが自分の信仰を公に

表明したことと思う。そして宣教師たちの大きな働きによって今日に至っている。今、

私たちに求められているのは現代の「隠れキリシタン」にならないことではないかと

思う。キリシタン文化について学びたい方は、長崎文献社発行の「旅する長崎学」を

お読みになることをお勧めします。                 （Sr.川下） 
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６月の担当地区は下記のとおりです。担当地区を中心に広く皆様の参加をお願いします。 

 

 

皆さま、今月のシャロームは、いかがでしたでしょうか？ 

▲新緑の緑とソーリヒ神父様の温かいまなざし、思いが胸に迫ってく

る思いですし、神父様をお迎えしての我々信徒の喜びが弾けていま

せんか？ 山野内神父様からのお願いの①主任司祭のためにお祈りください、と③主任司

祭と信徒の距離を縮める努力、は既にもう自然に現実のものになっている感じがします。と

なると②の教会のために働いてください、を一人ひとりがどうやって自分なりに実現していく

のか、まずは自分が教会の一員である実感、教会に知り合いがいる、仲間がいる、ここが居

場所だ、嬉しい時も悲しい時も、どうしていいか分からなくなった時も、最後には教会に来て

静かに神様に自分を受け入れて貰い、自分もそんな自分自身を受け入れる。すると自然に

心が②に向いてくる.....。今回教会の聖堂の扉がより長い時間開かれ、入口に明かりが点

く....、教会だけでなく、我々一人ひとりも是非そうでありたい。（TM） 

 

 

 

 

 

 

広報では、ご意見・ご感想など、皆さまの声をお待ちしております。教会受付、       

または下記のアドレスまでお送りください。 

ご意見専用アドレス   ： shalom_goiken@chofu-church.ciao.jp 

またシャロームでは、各活動グループからの記事を募集しています。掲載原稿は、    

今まで通り、教会受付にお渡しいただくか、下記のアドレスまでお送りください。 

記事投稿専用アドレス ： shalom_toukou@chofu-church.ciao.jp  

  

6/ 4（土） 3地区（染地・狛江・川崎） 

6/11（土） 4地区（富士見町・小島町） 

6/18（土） 5地区（下石原・多摩川） 

6/25（土） 6地区（上石原・飛田給・稲城・府中・多摩・日野・八王子） 

奉 仕 案 内  ～ 掃 除 当 番 表 ～ 

 

カトリック調布教会   〒１８２－００３３   東京都調布市富士見町３－２１－１２ 

        Tel 042-482-3937  Fax 042-481-6339    http://chofu-church.ciao.jp 

mailto:shalom_toukou@chofu-church.ciao.jp
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  June 2016 Schedule 

 
Date Day Mass Times 8:00 9:15 10:30 Planned Time Place

1 Wed Catechism (Sr. Shimasaki) 10:00 Maria Room

2 Thu Lectio Div ina (Sr. Kanematsu) 10:00 Joseph Room

3 Fri Sacred Heart of Jesus First Friday Mass 10:30 Lady Chapel

Cleaning Area 3 10:00

Chofu Youth Meeting (until 14:30 June 5) 14:00 Seminary

Mass Usual Church

Church Council 9:10 Maria Room

6 Mon

Readings in St. Mark's Gospel  (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Handicrafts Group 10:00 Maria Room

Catechism (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Reading & enjoy ing the Bible (Sr. Akiyama) 10:00 Maria Room

9 Thu

10 Fri

Cleaning Area 4 10:00

English Bible Class (Mr. Williams) 16:00 Maria Room

o o o Mass Usual Church

Regular meeting of the Maria Kai 9:10 Maria Room

English Mass 14:30 Church

13 Mon

Lectio Div inal (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Handicrafts Group 10:00 Maria Room

15 Wed Catechism (Sr. Shimasaki) 10:00 Maria Room

16 Thu Lectio Div ina (Sr. Kanematsu) 10:00 Joseph Room

Anna and Joachim Meeting 10:00 Maria Room

18 Sat Cleaning Area 5 10:00

19 Sun 12th Sunday of the Year
o -- o Mass

Thanksgiv ing for Rector (during 10:30 Mass)

Usual Church

20 Mon Seseragi Retreat 9:30 Church etc.

Readings in St. Mark's Gospel  (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Handicrafts Group 10:00 Maria Room

Reading & enjoy ing the Bible (Sr. Akiyama) 10:00 Maria Room

23 Thu St. Don Cafasso

24 Fri Birth of John the Baptist

Cleaning Area 6 10:00

English Bible Class (Mr. Williams) 16:00 Maria Room

o o o Mass

Meeting of Salesian Churches

Usual

13:00

Church

Shimoigusa Church

27 Mon

Lectio Div ina (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Handicrafts Group 10:00 Maria Room

29 Wed St. Peter and St. Paul Catechism (Sr. Shimasaki) 10:00 Maria Room

30 Thu Lectio Div ina (Sr. Kanematsu) 10:00 Joseph Room

　　　　　主任司祭による入門講座は、適宜、個人的に行っています。Newcomers please make private arrangements with the Rector for introductory courses (catechism).

12 Sun 11th Sunday of the Year

26 Sun 13th Sunday of the Year

4 Sat Sacred Heart of Mary

7 Tue

Catechism (Sr. Shimasaki)

11 Sat

17 Fri

10:00 Joseph Room
22 Wed

8 Wed

21 Tue

5 Sun
o -- o

10th Sunday of the Year

28 Tue

25 Sat

14 Tue



シャローム No.202 

 

20 

 

 
 

２０１６年 ６月 行事予定 

 

日 曜日 予  定 時間 部屋
8:00 9:15 10:30

6月1日 水 入門講座（Sr.嶋﨑） 10:00 マリア会室

2 木 Lectio Divina（Sr．兼松） 10:00 ヨゼフ会室

3 金 イエスのみ心 初金ミサ 10:30 小聖堂

4 土 聖母のみ心 掃除当番　３地区
調布青少年の集い(～5日14時半まで）

10：00
14：00 神学院

5 日 年間第10主日 ○ なし ○ ミサ
教会委員会 9：10

教会聖堂
マリア会室

6 月

7 火 マルコ福音書を読む（Sr.嶋﨑）
手芸の会

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

8 水 入門講座（Sr.嶋﨑）
通読しながら聖書を味わう会（Sr.秋山）

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

9 木

10 金

11 土 掃除当番　４地区
English Bible Class(Mr.ｳｨﾘｱﾑｽ）

10:00
16:00 マリア会室

12 日 年間第11主日 ○ ○ ○ ミサ
マリア会定例会
English Mass

9：10
14：30

教会聖堂
マリア会室
教会聖堂

13 月

14 火 Lectio Divina（Sr．嶋﨑）
手芸の会

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

15 水 入門講座（Sr.嶋﨑） 10:00 マリア会室

16 木 Lectio Divina（Sr．兼松） 10:00 ヨゼフ会室

17 金 アンナとヨアキムの会 10:00 マリア会室

18 土 掃除当番　５地区 10:00

19 日 年間第12主日 ○ ○ ○ ミサ
主任司祭感謝の日（10時半ミサ中）

教会聖堂

20 月 せせらぎ黙想会 9:30 聖堂他

21 火 マルコ福音書を読む（Sr.嶋﨑）
手芸の会

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

22 水 入門講座（Sr.嶋﨑）
通読しながら聖書を味わう会（Sr.秋山）

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

23 木 聖カファッソ司祭

24 金 洗礼者ヨハネの誕生

25 土 掃除当番　６地区
English Bible Class(Mr.ｳｨﾘｱﾑｽ）

10:00
16:00 マリア会室

26 日 年間第13主日 ○ ○ ○ ミサ
サレジオ6教会の集い 13:00

教会聖堂
下井草教会

27 月

28 火 Lectio Divina（Sr．嶋﨑）
手芸の会

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

29 水 聖ペトロ聖パウロ 入門講座（Sr.嶋﨑） 10:00 マリア会室

30 木 Lectio Divina（Sr．兼松） 10:00 ヨゼフ会室

主任司祭による入門講座は、適宜、個人的に行っています。

        ミ サ 時 間


